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保護者の皆様も
　 歓迎いたします。

２年 大羽健太郎
（益田）
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ドスコイ大翔灘
　みなさんお元気
ですか？
　相撲部屋に入っ
てまず驚いたこと
は、街でいろいろな

人に声をかけられたり、写真撮影を求められたりすること
です。我が追手風部屋の中で一番強いのは、幕内の
「遠藤」関です。私生活ではみんなフレンドリーな感じで、
仲良く？精進しています。食事は一日に昼と夜の２食です
が、焼肉を５時間食べ続けたこともあります。海のきれい
な魚がうまい故郷へ帰る前の場所は、負け越せないで
す。自分にとっては、故郷もプレッシャーかな（笑）。でも、そ
れをバネにして成長できるのだと思っています。
　辛いときはもちろんありますが、高校３年間、柔道で
やってきたことすべてが支えであり、自信となっています。
柔道部の厳しい練習時代があったからこそ、今の自分が
あると感謝しています。自分より強かった人に追いつき、
勝てるようになった時が楽しいです。自分が人の目標に
なれるような、そんな力士を目指して、とりあえずは十両を
狙います。
　高校生の皆さん！勉強でも部活動でも何でも、努力した
ことは必ずどこかで返ってくるので、自分に妥協しないで
精一杯がんばってください。
（本校在学時、全国大会出場、
　県選抜代表で韓国遠征）

　私は高校2年生の時、陸
上部から美術部に転部しま
した。人間関係やプレッ
シャーからくるストレスで、心身
が不安定になってしまったか

らです。先生や友人に励まされ、支えられながら、陸上と同じくらい
好きだった美術を始めることにしました。最初はやはり気持ちの整
理がつかず、美術部の活動を中途半端にしてしまったこともありま
した。そんな時、「本気になれ」と美術部顧問寺井先生に叱られ、
嫌なことから逃げていた自分が情けなくなり、その場で泣いたことを
今でも覚えています。先生の言葉があったからこそ、私は今でも好
きな美術を続け、美術に関わる仕事ができているのだと思います。
好きなことに本気で向き合い、楽しむこと。これが、美術教師になっ
た今の私の教訓です。
　島根大学では、美術教育の基礎的な知識や技能を学びまし
た。様々な学習を通して、私は自分で絵を描くことよりも、美術を通
して、子どもたちが感じることや考えることに興味をもちました。現在
は中学校の生徒たちに美術指導をしていますが、この私もそうで
あったように、やはり生徒の心身の変化は大きく、大変な時期だと
感じます。だからこそ、そんな生徒たちの支えとなるような教師になり
たいと強く思います。辛いことがあっても、苦しいことがあっても、私
はもう逃げません。逃げないで、泣きながらも向かっていった後の自
分に残ったもの、それが何かを知っているからです。これからも、教
師という仕事に誇りをもちながら、本気で生徒たちと向き合っていき
たいと思っています。
（本校在学時、陸上部：4×100ＭＲ全国大会出場、美術部：第40
回島根県展デザイン部門入選）

平成21年度本校卒
（須佐中学校出身）

藤山　駿さん

頑張っています
！

頑張っています
！卒業生卒業生 ボランティア

新設大田西中学校で教鞭

国際ソロプチミスト
益田25周年記念公演

ボランティア ますだ万葉まつり
お 茶 席 お 運 び

平成18年度本校卒
（三隅中学校出身）

山本晴香さん
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海外からの応募も合わせ
ると、160万句以上にも上
る日本最大の応募数の中
から、一次二次とも通過し
たのは取り敢えずスゴイ。
この夏、ペットボトルに俳句
が記載されたお茶を、一
気に飲みたいと願う。
（１句は教員 登米）

４月２７日（日）グラントワで地元合唱団とフォレスタ（ＢＳ日本・こころの歌でおなじ
みのコーラスグループ）の声が響き渡った。益田市ジュニア合唱団には、本校生
徒も出場していた。受付や会場入り口には、本校生徒会執行部員６名がボラン
ティアで、陰の力となって動いた。「ごゆっくりお聴きください。」と言って、切符を
切り取って渡してくれた、生徒の笑顔がさわやかで印象的だった。

４月２９日（火）小雨に煙る中、益田市の万葉公園で「ますだ万葉まつり」が開催
された。こちらでも生徒会執行部員５名が、お抹茶と手作りの桜餅を客席まで運
んだり、雑貨を販売したりと、笑顔でボランティアに精を出した。本校でのあいさ
つはもちろん、地域の皆さまへ交わすあいさつも素晴らしいものになるようにと、
率先垂範で頑張りぬいた。

難聴のピッチャー
だけに、健常者よ
りも不自由なこと
は多い。野球部
員８１名みんなで
指文字を覚え、手
話なども取り入れて、お互いの意思疎通
を図っている。弱いところは補って強くし
ていく。支え合って工夫をして、難関を突
破していく野球部員の心は、みんなホット
な心が渦巻いている。「無駄になる努力
はない（川上哲治）」。必ずこの努力が、
いつかどこかで花開くときが来るはずだ。
（4/16「ＮＨＫしまねっと」放映）
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体験学習、校内見学ツアー
・普通科
・自動車科

部活動体験（希望者）

受付 8：00～

13：00～14：30

特別進学コース　普通進学コース、
普通総合コース（情報系、福祉系、体育系、芸術系）

昼食用意
しています。

参加者全員に
｢国語慣用句入り下敷き｣

プレゼント！
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